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平
成
19
年
２
月
か
ら
11
回
に

わ
た
り
検
討
を
進
め
て
き
た
大

洲
市
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会

に
よ
る
﹁
大
洲
市
立
小
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て
﹂
の
報
告
書

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
３
月

19
日︵
水
︶、
大
洲
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
同
委
員
会
の
稲

積
徇
熹
委
員
長
が
叶
本
教
育
長

へ
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
稲
積
委
員
長
は
、﹁
15
人
の
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
て
、
教
育

効
果
が
最
大
限
に
図
れ
る
よ
う

検
討
し
て
き
た
結
果
で
す
。
教

育
行
政
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま

す
よ
う
望
む
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
学
校
、
地
域
、
行
政
が
連

携
し
て
理
想
的
な
学
校
運
営
の

実
現
に
向
け
て
ま
い
進
さ
れ
、

21
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
洲
市
の
目
指
す
人

づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
﹂
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
後
、
市
教
育
委
員
会
で
こ

の
報
告
書
を
基
に
﹁
小
学
校
統

廃
合
計
画
﹂
を
策
定
し
、
地
区

説
明
会
を
開
催
し
て
皆
さ
ん
の

理
解
を
求
め
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
望
ま
し
い

教
育
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

  将来を担う
子どもたちのために

　  ～「大洲市学校統廃合検討委員会」が
　　　検討結果をまとめた報告書を教育長に提出～

▲稲積委員長（左）から報告書を受け取る叶本教育長

　
３
月
24
日︵
月
︶
東
大
洲
の
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
約

１
０
０
人
が
出
席
し
て
新
大
洲

市
観
光
協
会
設
立
総
会
が
行
わ

れ
、
４
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ

た
観
光
協
会
︵
協
議
会
︶
が
４

月
１
日
に
合
併
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
年
１
月
31
日

に
設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
も
の
で
、
情
報
の
一
元
化
や

全
市
的
な
観
光
Ｐ
Ｒ
が
狙
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
の
準
備

に
携
わ
っ
た
同
準
備
委
員
会
の

水
口
健
委
員
長
︵
旧
長
浜
町
観

光
協
会
長
︶
は
、﹁
地
域
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、
結
束
力
を
高
め
て

い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
。
今

後
は
、
大
洲
、
長
浜
、
肱
川
、

河
辺
の
４
つ
の
支
部
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
が
充

実
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
総
会
で
は
平
成
20
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
が
協
議
さ
れ
た

ほ
か
、
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、

新
大
洲
市
観
光
協
会
の
会
長
に
、

菅
野
隆
次
氏
︵
旧
大
洲
市
観
光

協
会
長
︶
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
大
洲
城
で
設
立

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
現
在

東
温
市
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
で

上
演
さ
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
﹁
龍
馬
﹂
で
、
坂
本
龍
馬
役

の
上
野
哲
也
さ
ん
と
お
り
ょ
う

役
の
若
松
ゆ
え
さ
ん
が
寸
劇
と

歌
を
披
露
し
ま
し
た
。
途
中
大

洲
藩
主
役
と
し
て
大
森
隆
雄
大

洲
市
長
と
、
観
光
奉
行
役
と
し

て
奥
村
武
久
愛
媛
県
観
光
協
会

長
の
二
人
が
寸
劇
に
加
わ
り
、

セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

▲あいさつする菅野新大洲市観光協会会長と役員

▲披露された寸劇の一幕

４
地
域
の
観
光
協
会
が
合
併

新
﹁
大
洲
市
観
光
協
会
﹂
発
足

小学校統廃合の報告書を提出・新「大洲市観光協会」発足
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▲地産地消拠点施設予定地

開発行為の許可（権限移譲）

　
今
年
４
月
1
日
か
ら
、
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、
開
発

行
為
全
般
が
県
か
ら
大
洲
市
に

権
限
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲

市
の
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い

て
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
︵
都
市
計
画
区
域
外
で
は
、

１
０
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
︶
の
開
発
行
為
を
行
う
場
合
、

開
発
許
可
申
請
書
一
式
を
市
に

提
出
し
、
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
開
発
行
為
と
は
、
主
と
し
て

住
居
、
店
舗
、
工
場
な
ど
︵
建

築
物
︶
の
建
築
な
ど
の
目
的
で

行
う
土
地
造
成
な
ど
︵
土
地
区

画
の
形
質
の
変
更
︶
を
い
い
ま

す
。
特
に
農
地
の
転
用
な
ど
、

開
発
行
為
に
は
他
法
令
の
許
可

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
申
請
の

際
に
は
あ
ら
か
じ
め
窓
口
に
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注　

意

　
平
成
20
年
度
内
は
、
愛
媛
県

の
技
術
基
準
な
ど
を
準
用
し
ま

す
。

　
申
請
様
式
な
ど
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　﹁
く
ら
し
の
情
報
↓
都
市
計

画
・
景
観
↓
開
発
行
為
提
出
図

書
﹂

　
　
　
　

そ
の
他

　
東
大
洲
の
一
部
﹁
拠
点
基
盤

整
備
区
域
﹂
と
﹁
盛
土
規
制
区
域
﹂

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
に
て
開
発
を
行

う
場
合
、
面
積
に
は
関
係
無
く
、

別
途
申
出
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
都
市
整
備
課
拠
点
対

策
係

　
☎
�
２
１
１
１

︵
内
線
２
４
２
・
２
４
６
︶

「開発行為の許可」が、
愛媛県より大洲市に
移りました！

　
大
洲
市
に
お
い
て
も
、
近
年

の
食
の
安
全
に
対
す
る
意
識
の

高
ま
り
を
反
映
し
、
地
元
で
生

産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
直
接

出
荷
・
販
売
で
き
る
場
の
創
設

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
し
い
時
代
の
中

核
的
な
農
業
施
設
と
し
て
地
産

地
消
拠
点
施
設
︵
農
林
水
産
物

直
販
所
︶
を
整
備
し
、
地
域
農

林
水
産
業
活
性
化
を
図
る
た
め

の
事
業
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

○
設
置
場
所

　
大
洲
拠
点
地
区
の
農
業
流
通

ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
県
有
地
︵
大

洲
農
業
高
等
学
校
実
習
田
約

８
４
０
０
㎡
︶
を
予
定
地
と
し

て
、
愛
媛
県
と
交
渉
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

○
規　

模

　
施
設
の
規
模
は
、
約
１
５
０

０
㎡
の
施
設
整
備
︵
店
舗
な
ど
︶

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

 

○
管
理
運
営
手
法

　
市
が
造
成
等
を
行
っ
た
後
に

愛
媛
た
い
き
農
協
に
貸
し
付
け
、

農
協
が
施
設
を
整
備
し
て
運
営

す
る
計
画
で
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

地
産
地
消
拠
点
施
設

整
備
計
画
の
概
要

 

○
民
間
活
力
の
導
入

　
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

市
単
独
で
事
業
を
実
施
す
る
よ

り
も
民
間
活
力
を
積
極
的
に
導

入
し
て
、
公
共
性
を
取
り
入
れ

た
施
設
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

 

○
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

　
産
直
市
の
運
営
等
で
長
年
蓄

積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、

近
隣
の
施
設
と
も
一
体
的
な
運

用
が
可
能
な
団
体
で
あ
る
愛
媛

た
い
き
農
協
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
効
率
的
な
事
業
推
進
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
農
林
水
産
課
新
産
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
産
業
担
当
係

☎
�
２
１
１
１
︵
内
線
２
２
４
︶
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災害情報メール配信サービス・交通安全アドバイザー調印式

　大洲市「災害情報メール配信サービス」は、あらかじ
め登録した人へ災害情報などを送信するサービスです。
　災害情報などとは、主に河川の増水時などに、防災行政無
線や広報車で放送する『避難準備情報』などの情報です。
◇情報利用料は無料！
　登録料および情報利用料は無料ですが、通信料は自己
負担です。
◇登録方法
　登録方法は２種類あります。
！登録前に『ご利用上の注意』を必ずお読みください。
◇登録変更／削除方法
　送信されてきたメールに記載されているURLにアクセ
スし、登録情報の変更／削除を行う。
◇試験配信
　登録された人には、平成20年６月１日に試験配信を実
施しますので、ご確認ください。

《ご利用上の注意》
１． 「迷惑メール対策」などにより、メールの指定受信などを設定して
いる人は、設定を確認し、ret@once.88island.jp（登録用メール：
１度のみ）およびkikikanrika@city.ozu.ehime.jp（登録後のメール）
からのメールが受信できるように設定変更をして下さい。

　　 詳しいことは、恐れ入りますが各携帯電話会社にお問い合わせ
ください。

２． 本サービスにおける情報に基づいて遂行された活動において発
生した損害については、直接・間接的な理由に関わらず補償い
たしかねます。

３． 災害情報メール配信サービスの配信元アドレスは、送信専用ア
ドレスです。メールをいただいても応答できません。

４． 災害情報メールは、即時性を保証するものではありません。
　　 携帯電話会社、インターネットプロパイダのサービス提供状況

やパソコン、メールの環境などの理由により、メール配信が遅
れる場合があります。

５． 災害の発生状況によっては、深夜にもメールが配信されること
があります。

問い合わせ先
　市役所危機管理課危機管理係
　☎24－2111（内線351）

（登録方法１）
　指定のメールアドレスへ空メールを送信し、登録する。

①携帯電話またはパソコンから
99526001@once.88island.jp
へ空メールを送信します。

（登録方法２）
　インターネットから登録する。

　インターネットから指定するアドレス
https://www.once.88island.jp/~rtdcs/i/mem_
s/?svcd=526001
に接続し、必要事項を入力し、登録ボタンをクリック
し、登録を完了します。

※２次元バーコード対応
の携帯電話を持っている
方は次のバーコードを読
み取りアクセスしてくだ
さい。

平成20年５月１日よりスタート災害情報メール配信サービス

　
大
洲
市
と
大
洲
警
察
署
は
４

月
１
日︵
火
︶、
大
洲
市
高
齢
者

交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協

定
書
を
結
び
ま
し
た
。

　
大
洲
市
で
は
近
年
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
や
啓
発
を
図
り
、
高
齢
者

を
交
通
事
故
の
被
害
か
ら
守
ろ

う
と
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で

す
。

　
市
内
の
高
齢
者
宅

を
２
人
１
組
で
訪
問

し
、
交
通
安
全
に
関

す
る
資
料
や
反
射
材

を
配
布
し
て
啓
発
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通

に
関
す
る
相
談
、
危

険
個
所
な
ど
の
情
報

収
集
や
地
域
の
安
全

に
関
す
る
活
動
も
行

う
予
定
で
す
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
訪
問
に

よ
り
高
齢
者
の
交
通

事
故
の
減
少
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲協定書に署名する大森市長（左）と内田大洲警察署長

�
�

�
� �

 

○12○12

高
齢
者
交
通
安
全

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
訪
問
し
ま
す

②返信された登録用返
信メールへ氏名など必
要事項を入力し、送信
して登録を完了します。

 

 

 

 

 登録受付中
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シリーズ防災

　Ｑ．なぜ住宅用火災警報器が必要なの？

Ａ．住宅火災による死者が急増中だからです。しか
も、死者の半数以上が高齢者です。

・米国の事例
　設置の義務化による普及促進により、この20年間
で死者が半減しました。

 この現状をうけて消防法が改正され、住宅火災の
早期発見に有効な、住宅用火災警報器の設置が義務

付けられました。

新築住宅 既存住宅
平成18年6月1日から 平成23年5月31日までに

　Ｑ.住宅用火災警報器ってどんなもの？

　悪質な訪問販売にご注意を！
　　消防署では、警報器の訪問販売を行うことはありません。
　　粗悪品や悪質な訪問販売には十分ご注意ください。　　　　　　　　　  　

煙タイプ 熱タイプ

煙を感知するものです。
一般的には、このタイプ
を設置します。

熱を感知して、火災の発
生を知らせます。
煙や蒸気の多い台所に適
しています。

住宅用火災警報器を設置しましょう！

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け

て
着
実
に
活
動

　
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
入

り
、
消
防
と
連
携
し
て
、
全
組

織
に
対
し
、
講
話
講
習
、
実
技

講
習
、
訓
練
な
ど
の
実
施
や
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
す
べ
て
の
地
区

で
自
主
防
災
組
織
主
体
に
よ
る

計
67
件
の
訓
練
な
ど
が
実
施
さ

れ
、
延
べ
約
３
０
０
０
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、国
・

県
・
市
な
ど
が
主
催
す
る
水
防

訓
練
、
大
洲
市
自
主
防
災
組
織

１
０
０
％
結
成
記
念
講
演
会
、

愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
、
自
主

防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

会
、﹃
自
助
﹄
促
進
車
座
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参

加
も
あ
り
、
延
べ
約
３
０
０
人

が
防
災
知
識
の
習
得
な
ど
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
水
害
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
、
水
防
災
に

係
わ
る
各
種
情
報
を
表
示
す
る

﹁
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
﹂
の
取
組
も
久
米
地
区

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
組
織
に
よ
っ
て
は
、

結
成
後
の
活
動
の
あ
り
方
を
今

な
お
模
索
中
で
あ
っ
た
り
、
訓

練
な
ど
の
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が

固
定
化
さ
れ
て
い
た
り
と
い
っ

た
状
況
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
市
・
消
防
で
は
平
成

20
年
度
、
こ
う
し
た
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
自

主
防
災
組
織
活
動
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

　
平
成
19
年
度
は
、
人
命
に
係

わ
る
大
き
な
自
然
災
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
備
え
は
大
切
で
す
。
自
主
防

災
組
織
で
の
研
修
や
訓
練
を
通
し

て
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
�
２
１
１
１
︵
内
線
３
５
２
︶

▲救命救急などの訓練（大川地区）

▲浸水実績の共同現地調査活動（久米地区）

▲設置された
　洪水関連標識

　

自
主
防
災
組
織
活
動
が
各
地
で
行
わ
れ
、
平
成
19
年
度
は
延

べ
約
３
３
０
０
人
が
訓
練
な
ど
の
地
域
防
災
力
を
高
め
る
取
組

に
参
加
し
ま
し
た
。

 
自
主
防
災
組
織結

成
率
100
％
達
成
か
ら
一
年

全
33
組
織
で
訓
練
や
研
修
な
ど
を
実
施

シリーズ防災
№１

問い合わせ先
　大洲消防署　☎24－0119
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